






















































Yang は高エネルギー π メソンの核子による散乱を理論的に説明するために、核子の液滴モデルを
提唱した。一方素粒子の分類学、即ち SU(3)理論に関連して提唱された素粒子の quark模型は、まだ
不満足な点が多々あるとはいえ、かなりの成果をあげている。
本論文では江草君は核子を 3個の quark の結合されたものと考え、
r+p 一一一→ {π++ n 
{ K++A 
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のような過程の理論的な解明を試みた。即ち入射 Yはまず核子内の 1 個の quark に吸収されて、そこ
で π メソンが生成されると考えた。その際、核子内の quark は非相対論的近似で扱われる。また入射
Y線のエネルギーは、 quark 同志の束縛エネルギーより十分に大きいので、 π メソン生成に関与した
quark の行動は、他の 2個の quark に影響を与えないものとする (Impulse 近似)。しかし核子内にお
ける各 quark のスピン状態や空間的分布は核子の形状因子として重要な役目を演ずる。更に生成され







この論文は Hadron の quark 模型理論の完成にひとつの大きな貢献をなしたものといえる。理学博
士の学位をうけるに価する論文と認める。
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